
「トキ能里」を思うシンポジュウム

　　能登の大空に飛翔するトキをもう一度見ませんか
　トキ能里は昭和39年に青森から山口までの広い本州で１羽になりました、

　 貴方が1人になったらどうでしょうか、能里の生息域は営巣地の穴水、洲

　 衛から夏の餌場である眉丈山に及ぶ広いエリアでした。美味しい食べ物

　 と交配相手を求め、クアー・クアーと鳴きながら昭和45年1月8日に穴水

　 町乙ヶ崎で捕獲されるまで飛び続けました。南極大陸に置き去りにされ

　 た太郎と次郎に勝るとも劣らない壮絶な戦いであったのではないでしょ

　 うか。改めて,能里を思いトキとは何か皆様と考えたいと思い本シンポジ

　 ュウムを開催させていただきました。皆様のご参加をお待ちしています。

日時　　　令和4年1月8日 14:00～15：30

場所　　　ふれあい文化センター（穴水町内浦5-28-3）（0768-52-3401）

主催　　　能登トキファンクラブ

後援　　　穴水ライオンズクラブ　北國新聞

講演　　　村本義雄  
　　　昭和21年農林省石川食糧事務所に勤務

　　　昭和29年トキの保護と研究を始める

　　　平成8年日本鳥類保護連盟理事に就任

　　　 平成13年NPO法人日本中国朱鷺保護協会を結成

　  四柳嘉章

         昭和45年能里捕獲に尽力

         漆器文化財科学研究所所長

         石川県輪島漆芸美術館名誉館長

　　   歴史学博士

         美麻奈比古神社宮司

    河野裕子
        NHKで昨年11月1日美の壺で放映された「大空に舞うトキ」

　　（File 488)に感激し子供の時新崎で見たトキの美しさを思い

        出し、NHKにそのことを投稿したところ、トキを書いた絵

　　 葉書が送られてきましので、そのことと、トキの思い出を　

　　  お話させていただきます。


